
■会長挨拶 知久武会長 

クリスマス家族例会が近づいてきました。他クラブで

は家族参加が９割くらいと聞きます。高木年度の運動会

では多くの家族参加がありました。多くの家族に参加し

ていただきたいです。 

行徳哲男さん（松岡修造氏、王貞治氏等の師）の話で、

眉間にシワを寄せない事を心がければ良い人生になると

の事です。毎日、鏡を見て眉間に縦ジワを作らない様に

心がけています。 

■幹事報告 鈴木孝尚幹事 

・クリスマス例会のご案内 

・ロータリーカードの入会案内 

■委員会報告 

・親睦委員会 五十嵐晴巳会員 

12月 19日クリスマス例会のご案内 

・会員増強維持委員会 小田木基行会員 

４名の新会員承認が取れました。12月入会に向けオ

リエンテーションを開催します。 

・ゴルフ同好会 後藤達郎会員 

11月 29日青空例会を開催致します。 

■議事 

 李朝白磁について 金本一夫様卓話 
 

担 当：国際奉仕プロジェクト 

古美術に関心のある方は「李氏朝鮮の文物」を「リチ

ョウ」と親しみをもって表現します。「李氏朝鮮」とは「李

氏朝鮮王朝」を指します。15世紀から 20世紀初頭まで

の時代をいい、500年という長い王朝が続きました。 

その王朝のために作られた工芸品の中でも、日本人が最

も好んだのが「白磁」

です。骨董好きが最

後に手元に置くとし

たら古信楽と李朝白

磁といいます。 

 民芸で有名な柳宗

悦が李朝を見て激賞したことに始まります。「白磁の人」

といわれた浅川巧や、その兄である浅川伯教は日本が植

民地であったころに朝鮮に渡り、李朝に目を向けました。

そして柳に一つの李朝を手土産に置いていきました。そ

れが世間に広がっていったのです。 

彼の影響か文芸評論家の小林秀雄や青山二郎、そして白

洲正子など著名な人々が李朝白磁を手元に置き愛玩しま

した。不思議なことに韓国人よりも日本人の方が「李朝

の美」を見つけたのではないかといわれています。 

 歴史と関わりなく李朝白磁を手に取ると、静かに語り

かけるものがあります。それは「心を映す」ということ

です。精神の在りかたを日本人は物に置き換えます。人

は短い時を生きます。そこに時と物とを交信させる力を

日本人は持っています。その試金石が李朝白磁であった

ともいえます。 

本日は数点の「李朝白磁」をお持ちしました。 
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第６０３回例会 １１月１７日 ＡＭ７：３０～８：３０ 

 
オークラアクトシティホテル浜松３Ｆチェルシーの間 
●司会：田中紀春 加藤ひとみ ●点鐘：知久武  
●ゲスト：金本一夫様 米山記念奨学生 于春蘇さん                   
●議事：国際奉仕ＰＪ「古美術「坐忘」店主 金本一夫様の卓話」 

〈 出席報告 〉 
会員数 ７５名 
出席数 ６３名 出席率 ８４．０％ 
 
前々回出席率  ８５．５２％ 


